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電力会社

―東日本大震災以降の状況（2012年）―

　東日本大震災後、電力会社を取り巻く状況は大きく変化している。原子力発電所に対する安全

性の問題や、再生可能エネルギーへの注目など多岐に渡る。本ケースの目的は、震災後の外部環

境変化を踏まえて、今後の電力会社（賠償問題が長引くことが予想される東京電力を除く）のビ

ジネスの今後の方向性を検討することである。

「脱」原子力発電の動き

　2011年3月11日に発生した東日本大震災において東京電力福島第一原子力発電所が被災した。

この影響は大きく、政財界をはじめとして「脱」原子力発電の議論が活発化した。

原子力発電所再稼働問題

　東日本大震災後、原子力発電所の再稼働の問題が出てきた。定期点検を終えた原子炉の再稼働

に対し、安全性確保の問題から再稼働の見通しが立たなくなった。日本国内における商業用原子

力発電所は 50基以上存在したが、2012年 5月には全てが稼動を停止した［1］。

　政府は、原子力発電所の安全性に関する総合評価（ストレステスト）を行うことを決定している。

ストレステストには一次評価と二次評価があるが、原子力発電所の再稼働には、その一次評価を
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[1] 電力各社ホームページによる「原子力発電所運転状況」参照。
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